
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器載置台と、該載置台に対して上下動可能に配置された押圧部材と、該押圧部材を上
下動させる第１の作動機構と、該作動機構と連動して上下動し、かつ食品受部を載置台の
下方位置からさらに下方の所定位置へ移動する間に回転させる第２の作動機構と、第１の
作動機構を作動するための操作スイッチとを具え、この操作スイッチによって第１の作動
機構を作動することにより押圧部材を下動させ、載置台に載置された容器を押圧して内部
に収納したソフトクリーム状食品をその排出口から下方の食品受部に向けて排出させるソ
フトクリーム状食品の盛り付け器において、
　第１の作動機構は、上下に揺動する揺動レバーを有し、第２の作動機構は、上下に移動
する上下動体を有し、前記揺動レバー に設けた と 上下動体

に設けた が係脱可能になっており、

を自動盛付時に
係合し、手動盛付時に離脱するように係脱させる作動部材が設けられ、該作動部材を作動
するための操作スイッチが設けられていることを特徴とするソフトクリーム状食品の盛り
付け器。
【請求項２】
　移動レバー部の前端部は、固定レバー部の前端部と凹溝を形成する第１の位置と、該位
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の前端部 先端開口の凹溝 前記 の
上端側面 ガイドピン また前記揺動レバーは、固定レバ
ー部と、該レバー部の長手方向に移動可能となった移動レバー部とを有し、固定レバー部
の前端部に凹溝を形成する切欠半部が形成され、該切欠半部と対応する移動レバー部の前
端部に凹溝を形成する切欠半部が形成されており、前記凹溝とガイドピン



置から固定レバー部の前端部方向の離れた第２の位置との間に屈曲可能になっており、か
つ第１の位置に位置したときその状態を保持する付勢部材が設けられている請求項 記載
のソフトクリーム状食品の盛り付け器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、コンビニ等の店舗に設置され、ソフトクリーム状食品（例えばソフトクリ
ーム、ホイップドクリーム、ムース、ババロア等の冷菓）を可塑性状態保持下で小分け用
押出し容器からコーン等の喫食用容器へ盛り付けるためのソフトクリーム状食品の盛り付
け器、さらに詳しくは自動、手動の両方の盛り付けを可能とした小型の盛り付け器に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の盛り付け器の一例としては、この出願人から先に提案したものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。これは載置台に載置された容器を押圧して内部に収
納したソフトクリーム状食品をその排出口から下方にあるコーンに排出する際にねじれ巻
きにされた状態に盛り付けるもので、特許文献１の第４頁及び図１，２，４に示すように
、盛り付けに際しては、容器 (10)をセットした容器ホルダ (９ )を押出し位置イに位置する
ようにセットした後、図示しないスイッチをオンしてモータ (61)を正転駆動すると、駆動
軸 (56)が回転し、これとともにカム (57)の回転によってハンマーカムレバー (50)が下方に
引かれ、ハンマーレバーが下方に揺動され、押圧ヘッド (42)の押圧面 (42a)が容器 (10)の
上面に当ってこれを押圧し、内部に収納したアイスクリームを下部排出口から排出させる
。一方、駆動軸 (56)の回転により昇降カム (71)も回転され、この昇降カムの回転によりそ
の外周面と衝合したカムローラ (70)が次第に押し下げられ、これとともに揺動レバー (67)
が下方へ揺動し、凹溝 (74)でガイドピン (76)と係合する上下動体 (75)を下動させる。
【０００３】
　上下動体 (75)が下動すると、ブラケット (77)の回転軸 (80)に取り付けられたガイドピン
(86)がカム溝 (88)に沿ってその上端から下端に向けて摺動し、このカム溝 (88)を摺動する
間に回転受皿 (82)が所定角度回転させられる。そして図４のようにカム (57)の凹部 (65)に
カムローラ (53)が落ち込みしばらくすると、カムスイッチがオンして、モータ (61)の駆動
が停止し、上下動体 (75)は最下位にもたらされる。前記の上下動体 (75)の下動と該上下動
体 (75)に取り付けられた回転受皿 (82)の回転により、取付台 (84)上のコーン (83)には容器
(10)の排出口から排出されたアイスクリームが図４のように排出口の形状に対応した形状
の、ねじれ巻きにされた状態に盛り付けられる。
【０００４】
【特許文献１】特許第３３９１７２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１の盛り付け器では、揺動レバー (67)の前端部に先端開口の凹溝 (7
4)が形成され、該凹溝に上下動体 (75)の上端側面に設けたガイドピン (76)が係合されてお
り、ガイドピン (76)が凹溝 (74)に常に係合した状態となるため、容器 (10)への押圧作動と
回転受皿 (82)の回転の連動が必須となった自動盛り付けが前提である。したがって、例え
ばデザートにアイスクリームを好みの形状に盛り付けるようなときには手動盛り付けの要
請があるが、それが不可能であるという問題があった。尚、業務用の大型盛り付け機では
手動盛り付けが可能なものがないことはないが、特許文献１の盛り付け器のようなコンビ
ニ等に設置される小型の盛り付け器ではなく、その実現要請が強い。
【０００６】
　そこでこの発明は、前記従来のものの問題点を解決し、小型の盛り付け器でも手動盛り
付けができ、自動及び手動の両方の盛り付けが可能なソフトクリーム状食品の盛り付け器
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を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、容器載置台と、該載置台に対し
て上下動可能に配置された押圧部材と、該押圧部材を上下動させる第１の作動機構と、該
作動機構と連動して上下動し、かつ食品受部を載置台の下方位置からさらに下方の所定位
置へ移動する間に回転させる第２の作動機構と、第１の作動機構を作動するための操作ス
イッチとを具え、この操作スイッチによって第１の作動機構を作動することにより押圧部
材を下動させ、載置台に載置された容器を押圧して内部に収納したソフトクリーム状食品
をその排出口から下方の食品受部に向けて排出させるソフトクリーム状食品の盛り付け器
において、第１の作動機構は、上下に揺動する揺動レバーを有し、第２の作動機構は、上
下に移動する上下動体を有し、前記揺動レバー に設けた と 上
下動体 に設けた が係脱可能になっており、

を自動
盛付時に係合し、手動盛付時に離脱するように係脱させる作動部材が設けられ、該作動部
材を作動するための操作スイッチが設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１において、

ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明は、前記のようであって、第１の作動機構は、上下に揺動する揺動レバーを有
し、第２の作動機構は、上下に移動する上下動体を有し、前記揺動レバー に設け
た と 上下動体 に設けた が係脱可能になっており
、

を自動盛付時に係合し、手動盛付時に離脱するように係脱させる作動
部材が設けられ、該作動部材を作動するための操作スイッチが設けられているので、従来
は自動盛り付けしかできなかったが、操作スイッチの操作により揺動レバーに設けた
と上下動体に設けた とを離脱させることにより、簡単に手動盛り付けも可能に
なった。そのため、コンビニ等に設置される小型の盛り付け器においてもデザート等にソ
フトクリーム状食品を好みの形状に手軽に盛り付けることができるという優れた効果があ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　この発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、実施の形態に係るソフトクリームの盛り付け器の縦断側面図、図２は同縦断正
面図、図３は同横断平面図である。１は基台で、この基台１上には支持フレームを構成す
る左右１対のサイドフレーム２，３が立設されている。４はサイドフレーム２，３の前面
に取り付けられたフロントフレーム、また５はサイドフレーム２，３を覆って取り付けら
れたフレームカバーである。サイドフレーム２，３の上端には容器載置台としての受板６
が前方に突出した状態で固定されており、この前方に突出した受板６の前端部には図３に
示すように半円弧状に切り欠かれた凹欠部７が形成されている。凹欠部７と隣接する受板
６の一方の前端部には支軸８が立設され、該支軸には被覆体としての容器ホルダ９が図２
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の前端部 先端開口の凹溝 前記
の上端側面 ガイドピン また前記揺動レバーは、

固定レバー部と、該レバー部の長手方向に移動可能となった移動レバー部とを有し、固定
レバー部の前端部に凹溝を形成する切欠半部が形成され、該切欠半部と対応する移動レバ
ー部の前端部に凹溝を形成する切欠半部が形成されており、前記凹溝とガイドピン

移動レバー部の前端部は、固定レバー部
の前端部と凹溝を形成する第１の位置と、該位置から固定レバー部の前端部方向の離れた
第２の位置との間に屈曲可能になっており、かつ第１の位置に位置したときその状態を保
持する付勢部材が設けられている

の前端部
先端開口の凹溝 前記 の上端側面 ガイドピン
また前記揺動レバーは、固定レバー部と、該レバー部の長手方向に移動可能となった移
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記凹溝とガイドピン

凹溝
ガイドピン



で鎖線で示す凹欠部７上のソフトクリーム押出し位置イと該位置から 180°外方の実線で
示すソフトクリーム容器 10をセットする容器セット位置ロとに位置可能なようにベアリン
グ 11を介して回動可能に取り付けられている。
【００１４】
　容器ホルダ９は常時容器セット位置ロに位置するようにワイヤ 12とスプリング 13により
付勢されており、容器セット位置ロから押出し位置イへ位置させるときはこの付勢力に抗
して手動で移動させる。前記付勢力により容器ホルダ９が極端に速いスピードで容器セッ
ト位置ロへ移動しないように支軸８の上端に速度緩衝用のダンパ 15が設けられている。容
器ホルダ９は図５にも示すように凹欠部７より大径で中心部に排出孔 16を有する底板部９
ａと、該底板部の周縁部に立設された半円筒状のフード部９ｂと、底板部９ａ上に載置さ
れてソフトクリーム容器 10を受ける排出孔 17付きホルダ部９ｃからなっている。ホルダ部
９ｃは外周に縁 18が設けられ、排出孔 17の孔縁の下端には容器の載置時に底板部９ａの排
出孔 16に嵌まる環状凸部 19が設けられている。ホルダ部９ｃは底板部９ａに対して着脱自
在になっており、汚れたときは取り外して容易に清掃できる。
【００１５】
　 21は底板部９ａの方形角部に設けられた係止片であり、容器ホルダ９を押出し位置イに
セットしたときに受板６上のブラケット 22にピン 23により枢支されたフックレバー 25の一
端の係止爪 26に係止し、位置決め固定されるようになっている。フックレバー 25はレバー
28の上端にピン 29により上下に揺動自在に取り付けられている。レバー 28は図示しないス
プリングにより常時矢印ハ方向に付勢され、これによりフックレバー 28の係止爪 26が係止
片 21と係止する下向きとなるようになっている。レバー 28の上端面と当接可能にフック解
除ボタン 30が設けられ、該ボタンを押すことによりレバー 28を前記スプリングの付勢に抗
して下動させ、フックレバー 25の係止爪 26を係止片 21から外すことができるようになって
いる。レバー 28の下端には後記ドックピン 79と係合するＬ字状の係合部 31が設けられてい
る（図５参照）。
【００１６】
　ソフトクリームが押し出されたソフトクリーム容器 10が容器セット位置ロへ戻され、そ
の容器を即座に取り除かないと、押出し切れずに容器内に残ったソフトクリームが滴り落
ちる恐れがある。そのために図２，３に示すように容器セット位置ロの直下に受皿 33を設
けて、滴り落ちるソフトクリームを受けるようになっている。受皿 33は上面に凹所 33ａを
有し、側面に突設した取付部 34に設けた嵌合凹部 35をフレームカバー５の嵌合凸部 36に嵌
入することにより着脱可能に取り付けられるようになっている。したがって、この構成に
より受皿 33が汚れたときは取り外して清掃することができる。
【００１７】
　受板６の後端部にはアームスタンド 39が立設され、このアームスタンドの上端部にはハ
ンマーレバー 47の後端部がピン 37により枢支されている。ハンマーレバー 47の前端部には
連結ピン 38を介してスライダ 40が取り付けられている。スライダ 40は後端部が受板６に立
設したガイド軸 41に摺動自在に嵌挿され、かつ前端部の下面には押圧部材としての押圧ヘ
ッド 42がねじ 43により高さ（押圧ヘッド 42の下面との間隔）調整可能に取り付けられてい
る。 44は回り止めねじである。押圧ヘッド 42の下面は押圧面 42ａに形成され、この押圧面
でホルダ９ｃ上に載置されるソフトクリーム容器 10を押圧して内部に収納したソフトクリ
ームをその下部排出口から下方に排出できるようになっている。ガイド軸 41の上端にはア
ームスタンド 39の上端とを連結する連結片 45がねじ 46により取り付けられている。 48はピ
ン 37に介装されたねじりばねで、ハンマーレバー 47を常時上方に付勢して押圧ヘッド 42が
図１のように位置するようになっている。
【００１８】
　ハンマーレバー 47の中間部にはハンマーカムレバー 50の上端部がピン 51により枢支され
ている。ハンマーカムレバー 50は受板６に形成された穴 52から下方に突出し、その下端部
にはカムローラ 53が取り付けられている。カムローラ 53上方のハンマーカムレバー 50には
長孔 55が切欠き形成され、該孔には駆動軸 56がメタル案内筒部を介して摺動可能に配置さ
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れてその端部には押出しカム 57がカムローラ 53にその外周面で衝合して取り付けられてい
る。サイドフレーム３から外方に突出した駆動軸 56上にはスプロケット 60が装着され、該
スプロケットと下方に設置した正逆転駆動モータ 61の軸上に装着されたスプロケット 62間
には無端チェーン 63が装架され、モータ 61を駆動することにより駆動軸 56を回転し、カム
57が矢印ニのように回転しながらカムローラ 53上を摺動することによりハンマーカムレバ
ー 50を上下動できるようになっている。すなわち、カム 57は回転径が大きくなるにつれて
押圧ヘッド 42を下降させ、最下端まで下降し、さらに回転をつづけ、切欠き凹部 65にカム
ローラ 53が落ち込むこととなるが、このとき押圧ヘッド 42は最下端まで下降した後、一定
ストローク上昇して駆動軸 56に取り付けられた図示しないカムスイッチにより後記するモ
ータ駆動用スイッチが作動されてモータ 61を停止する往復回転運動をする。
【００１９】
　 67は揺動レバーで、後端部がサイドフレーム２，３間に取り付けられた軸 68に枢支され
、中間部にカムローラ 70が固定されている。このカムローラ 70は駆動軸 56に取り付けられ
た昇降カム 71の外周面に衝合するようになっており、昇降カム 71の回動により押し下げら
れ、これにより揺動レバー 67を、軸 68を中心に上下に揺動させる。 73は受板６と揺動レバ
ー 67間に取り付けられ、揺動レバー 67を常時上方に付勢するばねである。揺動レバー 67の
前端部には先端開口の凹溝 74が形成され、該凹溝には上下動体 75の上端側面に設けたガイ
ドピン 76が係合されている。上下動体 75は取付部 75ａを介してフロントフレーム４から前
面に突出するブラケット 77を有し、該ブラケットとともに上下動体 75とフロントフレーム
４間に設けたベアリング 78を介して上下に移動可能になっている。 79は上下動体 75の上端
部に取り付けられたドックピンである。
【００２０】
　ブラケット 77は側面略コ字状に形成されて、その前方であって、ホルダ部９ｃの中心の
真下に相当する位置には中空の回転軸 80が軸受 81で支持されて縦向きに配設され、該回転
軸の上端開口部には回転受皿 82の下端軸部 82ａが挿入され、さらにこの回転受皿の取り付
け用中空の軸部 82ｂには受容器としてのコーン 83を支持する環状のコーン取付台 84の軸部
が挿入され、かつばね 85により図３の実線で示す位置（回転軸 80の軸心）に常時位置可能
なように配設されている。回転受皿 82及びコーン取付台 84はそれぞれ着脱自在になってい
て、汚れたときは取り外して清掃することができる。コーン取付台 84はコーン 83の装着及
び取外しに際してばね 85に抗して図３の鎖線の位置まで回動して位置させることができる
ようになっている。回転軸 80の下端部にはカムピン 86が取り付けられ、このカムピンはフ
ロントフレーム４の前面に配置した溝カムカバー 87の壁に形成された傾斜カム溝 88に摺動
可能に係合されている。カムピン 86がこのカム溝 88の上端から下端まで移動する間に回転
軸 80、すなわちコーン取付台 84を所定角度（この例では 180°）回転させるようになって
いる。
【００２１】
　前記揺動レバー 67は、図６に示すように断面凹状に形成され、後端にストッパ部が設け
られた固定レバー部 90と、断面Ｌ形に形成され、固定レバー部にその長手方向に移動可能
に収容された移動レバー部 91とを有している。移動レバー部 91の移動は、軸 68及びガイド
ピン 93と係合する長孔 94， 95によってなされる。移動レバー部 91にはソレノイド作動片 97
の先端が固定レバー部及び移動レバー部の各底壁に設けた孔を経て係合しており、固定レ
バー部 90に取り付けられたソレノイド 98の作動により、移動レバー部 91が、その先端が固
定レバー部 90の先端と同じ位置（Ａ）から所定長さ後退した位置（Ｂ）となるように移動
される。位置（Ａ）が後記するように自動盛付時の状態で、位置（Ｂ）が手動盛付時の状
態である。自動盛付時の状態である位置（Ａ）においては、ソレノイド 98は不作動であり
、ばね 99の付勢によって当該位置が保持される。手動盛付時の状態である位置（Ｂ）にお
いては、ソレノイド 98が作動され、これによってばね 99の付勢力に抗して引かれるソレノ
イド作動片 97によって移動レバー部 91が後退させられ、その前端部が固定レバー部 90の前
端部との間で凹溝 74を形成しないようになり、凹溝 74とガイドピン 76とが離脱する。
【００２２】
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　前記のように凹溝 74は、この実施の形態では固定レバー部 90の前端部に形成された切欠
半部と、該切欠半部と対応する移動レバー部 91の前端部に形成された切欠半部とにより形
成されている。移動レバー部 91は、レバー部本体 91aと、該本体の前端に後端が軸 101によ
り枢支された前端部 91bからなっている。前端部 91bは、図８に示すように固定レバー部 90
の前端部と凹溝 74を形成する第１の位置（実線位置）と、該位置から固定レバー部 90の前
端部方向の離れた第２の位置（鎖線位置）との間に屈曲可能になっている。 102は軸 101に
介装されたばねであり、前端部 91bが第１の位置にあるときその状態を保持するように付
勢する。
【００２３】
　前記において、ハンマーレバー 47、ハンマーカムレバー 50、カムローラ 53、駆動軸 56、
駆動モータ 61、揺動レバー 67、カムローラ 70、昇降カム 71等は、押圧ヘッド 42を上下動さ
せる第１の作動機構を構成する。また、揺動レバー 67の前端部の凹溝 74とガイドピン 76で
係合した上下動体 75、ブラケット 77、回転軸 80、回転受皿 82、コーン取付台 84等は、第１
の作動機構と連動して上下動し、コーン取付台 84を受板６の下方位置からさらに下方の所
定位置へ移動する間に回転させる第２の作動機構を構成する。
【００２４】
　図７は、この盛り付け器の所定位置に設けられる操作部 104を示し、この操作部にはコ
ーン 83をコーン取付台 84にセットするときに押すＵＰスイッチ 105、自動盛付のときに押
すＤＯＷＮスイッチ 106、手動盛付のときに押すスイッチ 107が設けられている。 108は手
動盛付のときに点灯するランプ、 109は異常のときに点灯するランプ、 110は電源入力によ
り点灯するランプである。
【００２５】
　ソフトクリーム容器 10は、詳細は図示省略したが、従来と同様に内部に１人ぶんのアイ
スクリームを密閉状態で収納し、上下方向に圧縮し易いようにジャバラ体からなる円錐状
の中空本体と、該本体の一端開口部を覆って熱容着された蓋と、本体の他端壁部に形成さ
れた排出口を覆って張り付けられたシール片から構成されており、該排出口が下側となる
ようにホルダ９ｃ上に載置される。
【００２６】
　次に前記の作用を自動盛付時と手動盛付時に分けて説明する。
【００２７】
　自動盛付時には、図２のように容器ホルダ９が容器セット位置ロに位置した状態で、容
器ホルダ９のホルダ部９ｃ上にソフトクリーム容器 10を排出口が下側となるように載置し
てセットした後、該容器ホルダ９を押出し位置イまで移動し、係止片 21をフックレバー 25
の係止爪 26に係止してフックし、ソフトクリーム容器 10が押圧ヘッド 42のほぼ直下に位置
するようにセットする。これにより容器 10は容器ホルダ９のフード部９ｂによってその前
面側が覆われた状態となる。また、コーン取付台 84にコーン 83をセットしたうえで、操作
部 104のＵＰスイッチ 105を押す、これにより第１の作動機構及び第２の作動機構が上動し
て、セットしたコーン 83が上方のスタート位置にもたらされる。この状態を示すのが図１
である。しかる後、操作部 104のＤＯＷＮスイッチ 106を押してモータ 61を正転駆動すると
、駆動軸 56が回転し、これとともにカム 57の回転によってハンマーカムレバー 50が下方に
引かれ、ハンマーレバー 47が下方に揺動され、押圧ヘッド 42の押圧面 42ａが容器 10の上面
に当ってこれを押圧し、内部に収納したアイスクリームを下部排出口から排出させる。そ
して押圧が終わると、押圧ヘッド 42は一定ストローク上昇を始める。一方、駆動軸 56の回
転により昇降カム 73も回転され、この昇降カムの回転によりその外周面と衝合したカムロ
ーラ 70が次第に押し下げられ、これとともに揺動レバー 67が下方へ揺動し、凹溝 74でガイ
ドピン 76と係合する上下動体 75を下動させる。
【００２８】
　前記のように上下動体 75が下動すると、ブラケット 77の回転軸 80に取り付けられたガイ
ドピン 86がカム溝 88に沿ってその上端から下端に向けて摺動し、このカム溝 88を摺動する
間に回転受皿 82が所定角度回転させられる。そして図４のようにカム 57の凹部 65にカムロ
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ーラ 53が落ち込みしばらくすると、前記カムスイッチがオンして、モータ 61の駆動が停止
し、上下動体 75は最下位にもたらされる。前記の上下動体 75の下動と該上下動体 75に取り
付けられた回転受皿 82の回転により、取付台 84上のコーン 83には容器 10の排出口から排出
されたアイスクリームが図４のように排出口の形状に対応した形状の、ねじれ巻きにされ
た状態に盛り付けられる。また上下動体 75が最下位となると、ドックピン 79が係合部 31に
当たってレバー 28を押し下げ、これによりフックレバー 25が揺動して係止片 21が係止爪 26
から外れる。これと同時に押圧ヘッド 42はつぶれた容器 10から所定量上昇し、図４に示す
ように隙間Ｓを開き、かつ容器ホルダ９はスプリング 13により押出し位置イから容器セッ
ト位置ロへ自動的に移動されることになる。したがって、もし容器 10の中に残存したソフ
トクリームが滴り落ちてもその下方に設けられている受皿 33で受け止められる。盛り付け
が終了した後は、コーン取付台 84をばね 85に抗して回動して図３の鎖線で示す位置に位置
させた上、コーン 83を取り外す。盛り付けたコーン 83を取り外した後、あるいは取り外し
たコーン取付台 84に新たなコーンをセットした後、ＵＰスイッチ 105を押してモータ 61を
逆転駆動すると、駆動軸 56が前記とは逆に回転し、これに伴いカム 57等の機構も逆に作動
して、揺動レバー 67がばね 73により上方へ揺動し、これとともに上下動体 75も上動する。
またばね 48によりハンマーレバー 47も上方へ揺動し、これにより盛り付け器は再び図１，
２に示す元の待機状態になる。
【００２９】
　自動盛付に代え、手動による盛付を行う手動盛付時には、前記の待機状態で操作部 104
のスイッチ 107を押す。これによりランプ 108が点灯して手動盛付に切り替えられたことが
わかるとともに、図６（Ｂ）に示すようにソレノイド 98が作動してソレノイド作動片 97が
ばね 99の付勢力に抗して引かれる。これにより、移動レバー部 91が後退させられ、その前
端部 91bが固定レバー部 90の前端部との間で凹溝 74を形成しないようになり、凹溝 74とガ
イドピン 76とが離脱する。
【００３０】
　しかる後、操作部 104のＵＰスイッチ 105を押すと、第１の作動機構が作動して押圧ヘッ
ド 42を上動させるが、第２の作動機構はガイドピン 76が揺動レバー 67の凹溝 74と係合しな
くなるので、これと連動せず、回転受皿 82の取付台 84は下方位置のままに置かれることに
なる。したがって、その後においての押圧作動に際しては、例えばデザート等が入ってい
る容器を一方の手に持ってアイスクリーム排出口に位置させるとともに、他方の手で操作
部 104のＤＯＷＮスイッチ 106を押すと、前記と同様に第１の作動機構が作動して押圧ヘッ
ド 42により容器 10を押圧し、容器 10から排出されるソフトクリームを手で持った容器で好
みに応じて受けることができ、自由な盛付をすることが可能となる。
【００３１】
　前記において間違って揺動レバー 67が上方位置にあるときに電源が切れたりしてソレノ
イド 98が不作動となり、移動レバー部 91がばね 99により前進させられてしまう場合、自動
盛付で揺動レバー 67が下動すると、移動レバー部 91の前端部 91b下面がガイドピン 76に当
り、凹溝 74とガイドピン 76との係合が出来ない状態となる。しかし、この実施の形態では
ガイドピン 76にあたったときに移動レバー部 91の前端部 91bがばね 102に抗して離れるよう
に屈曲してガイドピン 76を凹溝 74に受け入れる。ガイドピン 76が凹溝 74に係合したら、前
端部 91bはばね 102により元の位置に復帰して戻る。このように異常動作させられたときで
も移動レバー部 91の前端部 91bがばね 102で逃げてガイドピン 76と凹溝 74が再係合可能なよ
うに安全策が講じられている。
【００３２】
　前記実施の形態は特に好ましい一例を示したにすぎない。例えば揺動レバー 67は必ずし
も図示したような構成としなくともよく、同効のものであれば図示した以外の構成として
もよいことは言うまでもない。また、作動部材として示したソレノイド 98も一例であり、
ほかの部材で代替してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】この発明の一実施の形態のソフトクリーム盛り付け器を示す図３Ｅ－Ｆ線に沿う
縦断側面図である。
【図２】図１Ａ－Ｂ線に沿う同縦断正面図である。
【図３】図２Ｃ－Ｄ線に沿う同横断平面図である。
【図４】作用説明用の要部拡大側面図である。
【図５】要部の分解斜視図である。
【図６】揺動レバーとソレノイドの関係を示し、（Ａ）は自動盛付時の状態、（Ｂ）は手
動盛付時の状態をそれぞれ表す概略図である。
【図７】操作部を示す図面である。
【図８】揺動レバーの安全機構を示す概略図である。
【符号の説明】
【００３４】
１　基台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，３　サイドフレーム
４　フロントフレーム　　　　　　　　　　　　　５　フレームカバー
６　受板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７　凹欠部
８　支軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９　容器ホルダ
10　ソフトクリーム容器　　　　　　　　　　　　 33　受皿
67　揺動レバー　　　　　　　　　　　　　　　　 74　凹溝（係合部）
75　上下動体　　　　　　　　　　　　　　　　　 76　ガイドピン（係合部）
90　固定レバー部　　　　　　　　　　　　　　　 91　移動レバー部
93　ガイドピン　　　　　　　　　　　　　　　　 94， 95　長孔
97　ソレノイド作動片　　　　　　　　　　　　　 98　ソレノイド（作動部材）
99　ばね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 91a　レバー部本体
91b　前端部　　　　　　　　　　　　　　　　　  101　軸
102　ばね（付勢部材）　　　　　　　　　　　　  104　操作部
105　ＵＰスイッチ　　　　　　　　　　　　　　  106　ＤＯＷＮスイッチ
107　スイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　  108， 109， 110　ランプ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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